
 

 

 

 

 

 

 

 

９月２５日(月)、に時政典孝さんにお越しいただき、SASの授業を行いました。 

まずは、業間休みに天体望遠鏡を使って『太陽の黒点の観察会』を開催していただき、

子供たちは興味津々な様子で投影板を覗いていました。 

その後、３・４年生、５・６年生 

に分かれて『宇宙からのプレゼン 

ト～ほうき星、紫金山 ALTAS翠星』 

のお話をしていただきました。 

 ７５年に一度見ることができる 

“ハレー彗星”、次にみられる 

のは３８年後の２０６１年だそうです。 

とても大きく見ることができると言われていました。１１月１日には『星のかんさつ

会』を行う予定です。 

 

 


